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■2020年1月21日オープニングセレモニー・施設完成内覧会

●2019年11月建物竣工
●2020年 1月一般賃貸住宅入居開始
●2020年 2月サ高住入居開始

テナント(介護事業所、訪問診療、病児・病後児保育等)運営開始
※2020年2月以降、その他テナント(調剤薬局等)も順次運営開始

■事業の進捗状況



(賃貸住宅)

パークナードフィット吹田健都
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ウェルシア薬局

■施設フロア構成

■事業スキーム ■敷地概要

■patona吹田健都の事業スキームと施設概要



①生活習慣病予防や介護予防を特に意識したウェルネス機能

・運動プログラムや栄養プログラムの提供。
⇒「運動プログラム」：館内コミュニティスペース(＝パトナテラス等)において、パナソニック製デジタルミラーを

使用したプログラムや、行政や地域団体とも連携したプログラム等を実施。
⇒「栄養プログラム」：国循と連携し、マインド食を導入した食事サービスの提供を実施。

『かるしおフード』も提供できるよう弁当形式での提供体制を整備(国循・阪急産業と協議中)。
・居住者と地域住民が集うコミュニティの形成。

⇒  館内コミュニティスペースにおける健康づくりや生きがいづくりに係るプログラム(生涯学習等)の実施や、
屋上庭園を活用したクラブ運営等を通じて、居住者と地域住民が集う多世代交流の場を醸成。

②地域包括ケアシステム機能

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護などの地域密着型サービス。
⇒  小規模多機能居宅介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、認知症対応型通所介護

・訪問診療や調剤薬局の提供などの医療･介護系サービス。
⇒＜在宅療養支援＞「千春会」

＜薬局＞「ウエルシア薬局」
＜訪問看護事業所＞「サテライト訪問看護（エイジフリー）」「訪問看護・訪問リハビリ（千春会）」

・以上による地域包括ケアの拠点構築。
⇒「地域包括ケアの拠点構築」： 「医療機関・介護事業所連携」 「訪問診療・訪問歯科診療」 「訪問看護」

③健都内外の関係機関等との連携による付加価値機能

・国立循環器病研究センターや吹田市民病院との連携による取組み。
⇒  国循、パナソニック、エイジフリーが連携し、軽度認知障害の早期発見に関する共同研究を実施。
⇒  国循、吹田市民病院とも連携を図り、エイジフリーが中心となった介護予防講座等を実施。

・病児・病後児保育機能の提供。
⇒  アートチャイルドケアが2020年2月より運営開始（管理医師：いなとみ赤ちゃんこどもクリニック 稲富院長）

■patona吹田健都の基本的提供機能と実践状況



■施設の特徴

高齢者福祉施設向け「リズムサポート照明システム」を採用

～健全な生活リズムを保ちやすくし、夜間の落ち着きを促すことを確認～

「リズムサポート照明システム」は、調光可能なLED照明器具と制御システムで
構成され、照明の明るさと色を1日の自然光に合わせて独自の特定スケジュール
（特許出願中）で運用するシステム


